
 

「ぼく」 

～生きる喜び～ 

 ぼくの一番すきなものは，「ぼく」と言っている主人公の気持ちを考えた後，グループで自

分や友達のいいところについて交流しました。友達と話し合うことで，さらに自分の好きな

ところやいいところを見つけることができました。自分への賞状には「最後までがんばるとこ

ろ」「友達がこまっている時にやさしく声をかけるところ」などが書かれていました。 
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